
令和８年度 学校経営方針 

                                   清瀬市立芝山小学校 

                                   校 長 榎並みな子 

 

「自分がやる」という気持ちで、小さな自己決定の積み重ねを大切にする 

 

 教育目標  

よく考え、それをやりぬく子 ＝確かな学力（問題解決力） 

 より明るく、みんなと仲良くできる子 ＝豊かな心（人間関係形成力） 

  そして強く、心身ともに健康な子 ＝健やかな体（体力・実践力） 

 

１ めざす学校像  

子どもたち一人一人が「生きる力」を身に付け、社会の担い手となるよう、保護者・地域・ 

学校が一体となって育成する学校を目指す。 

          

  〇意欲的に学習に取組み、学ぶことが楽しいと実感できる学校 

  〇子どもの安全・安心を保障し、どの子にも居場所がある楽しい学校 

  〇保護者が安心して我が子を預けられ、地域とのコミュニケーションを大切にする学校 

  〇教職員が常にプラス思考で、教育のプロとしての専門性が発揮できる学校 

     

 ２ 学校経営の目標 

 （１）中期的目標 

  ①学ぶ意欲・達成感と確かな学力 

・基礎・基本の定着とつまずきの克服 

・思考力、判断力、表現力を育む授業の工夫 

・ＩＣＴを活用した個別最適な学びと協働的な学びの充実 

 

②人権教育の推進 

 ・児童一人一人に寄り添い、認め、励まし、見届ける指導を徹底 

・様々な活躍の場を設け、互いに認め合い、自信をもたせ、自己有用感を感じさせる活動を 

工夫 

・いじめや不登校の解消 

  

③豊かなスポーツライフ、健康の保持増進と体力向上 

・家庭と連携し「早寝・早起き・朝ごはん」の励行 

・衛生環境や健康環境の改善 

・運動の日常化と体力の向上 

・栄養教諭と連携した食育指導の充実 

 

  ④コミュニティ・スクールの推進 

   ・地域・保護者と連携した学校運営と学校支援本部との連携強化 

   

  ⑤特色ある教育活動 

   ・「かかわり力」を重点とした教育活動の充実 

・特別支援教育の充実 



 （２）本年度の目標 

①学ぶ意欲・達成感と確かな学力 

授業規律を定着させるとともにタブレット端末を活用した個別最適な学びと協働的な学び

を充実させた授業を工夫する 

 

②人権教育の推進 

   豊かな心を育てる道徳教育を充実させるとともに、自己有用感や自尊感情を育てる教育活動

や人との関わりを大切にする教育活動を充実させる。 

 

  ③豊かなスポーツライフ、健康の保持増進と体力向上 

   意図的に運動する時間を設定し、運動量を確保する。 

   体験的活動を取り入れた食育指導の充実を図る。 

 

  ④コミュニティ・スクールの推進 

   「芝フラット」を合言葉に、地域の方が気軽に学校に来ることができるよう人的・環境的に 

整え、地域・保護者・学校が協働して子どもたちを育成する。 

   

  ⑤特色ある教育活動 

   「かわり力」の育成に向け、特別活動の充実を図るとともに、多様な体験活動を推進する。 

 

⑥特別支援教育の充実 

 きらり担当と学級担任・専科担当が連携して、児童の実態に応じた支援と指導を工夫する。 

 

３ 具体的な方策 

（1）学ぶ意欲・達成感と確かな学力 

①校内研究の柱とした授業力の向上 

②低学年から算数習熟度別授業の実施 

③学習規律の徹底・定着 （「はい、～です。」 話す人の方を見て聞く等） 

 ④ICTを活用した授業の日常化（道具としてのタブレット端末の活用） 

⑤朝学習の有効活用と東京ベーシックドリルの活用 

⑥タブレット端末を活用した家庭学習の充実 

⑦ＯＪＴの取組による授業力の向上 

 

（2）人権教育の推進 

①「考える道徳」「議論する道徳」を意識した道徳の授業の実践 

②ふれあい班活動の実施による規範意識と自己有用感の育成 

 

（3）豊かなスポーツライフ、健康の保持増進と体力向上 

①年間を通じた縄跳び運動や朝運動の取組、休み時間の外遊び励行 

②栄養教諭の活用、体験活動を取り入れた食育指導の実施 

 

（4）コミュニティ・スクールの推進 

①保護者や地域の人材を活用した多様な学習活動の実施 

 

（5）幼保小中連携の推進 

①幼稚園・保育園や中学校との丁寧な情報共有 



②幼稚園・保育園児の行事等への参加、中学校と協同活動の実施 

 

（6）特別支援教育の推進 

①きらり教室と通常の学級と連携した特別支援教育の充実 

②定期的な校内委員会の開催と具体的な支援策の検討及び実施 

 

（７）教職員の業務量・健康管理の推進 

①業務量管理・健康確保措置計画 

  ・教員の一か月の時間外在校時間が 45 時間以下となるよう、校内全体や個人で決めた「定時

退庁日」を設定する。 

・メンター制度を活用し、全ての教職員が「自分のメンター」に相談できる雰囲気を醸成する。 

・ワーク・ライフ・バランスを考慮し、教員の年間休暇取得日数を 15日以上にする。 

②教材の共有化と教科担任制の推進 

  ・各教科等の教材研究の共有化を図るとともに、実践し、授業改善を図る。 

 

   

    

 

 

 


